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飛鳥資料館

特別展示｢ . 小建築の世界，1973ｲ 1§，、|ﾉ Z城‘ { ; 1跡で充MI I された殿' 職雛形部材は，ノI j 興寺/ 派小黙と

l 1 i l じく，火物の' . ･ 分の一模咽と碓疋された。この他に各地で小形. ﾄ ，小形ﾑ i j などの川上例があ

り，１１『代に小建築が座く作ｲ I ; したことを物語る。今|側|股示した，上I ; d雛形部材による二手先§ |・

供の復原‘ 僕咽と，海噛･Ｉｉ寺五戒小塔の呪Ｊ･模ﾉ 1は，ＷＩｌｉ巧な模ﾊ i 1としての小建築の代表例である。

また仏寵・厨子としての小建築も数多く，法隆寺- K虫酎- r : ( 模咽) ，兵I i l i ・ｌＩｉ法蛎11 1 ｲ i 造仏施

( 模型) ，覗文細瑚・州Ni 寺木造仏施が。' } ; t に会した。一力. ，崎Ｋ・卿' 1遺跡出' 二の瓦琳・瓦金

蝋は，土製の小伽隙とも｢ - ｉｆうべきものである。これらに加えて，I I i 戦時代の小建築としての家

形土器．耽怖の優' 1, , 11が出陳された。|i Yi l I l I ・女男ｵ！汁l l - I : の家形土器は，肢も初期の素朴な姿を示

し，一具頃．イi l I I I 1 i 戦| | { 上家形嫡輪は典狐的な倉を炎す。人阪・災悶遺跡出上のものは，外部の

表現の写実性に加えて，内部まで作られているということで，一雌脚光を浴びたものであり，

人阪・今城塚出上のものはその人きさで他を雌倒する。

これら小建築が，失われた占代建築の姿を残す貰順な辿物であることをｊＩＬていただくとl I i I 時

に，時代と川途を超えて，小さな建物を造りだしたI I i 代人の心に触れていただくことができた

とすればさいわいである。（松本修、）

特別展示「藤原宮発掘五十年」藤原博の発伽洲杏は, 1 9 3 4 ｲ ドに附始されて以来, 戦後しばらくの

空' ' 1期間を挟んではいるが，本年度で50 ｲ ｌｉｌｌにあたる。飛脇費料館では，戦前の' 1本I L i 文化肌

究} ﾘ r による洲汽の盗料を収集するとともに，，淵代の関係背である和' ' ' ' 1 | f 一氏や松崎米雄氏ある

いは発掘作業に従‘ ! ｛した人々 から､ ! ' i 時の状況を聞き取り，従来必ずしも允分にI ﾘ j らかでなかっ

た洲侮の維維の端を記録することができた。なかでも，‘ 内‘ 内l j : 1 1ド陵部に保特されていた' 1本

I i i 文化研究Ⅲf 関係の盗料のうち「膝原〃( j : I 映測Wl i l 叉|｣( 縦3. 1ｍ×縦2. 3ｍ) は，藤原' 向周辺の, 那

細な地形図( 縮尺300分の１）に人械殿や' |ﾘ l 蝋の辿撒をｌＩＩ１ｌｉき入れたもので，、』' i 時の洲奇の面のI 断さ

を示すものとして注l ｝された。腔水では’ １１本

1 , i 文化研究所をはじめ奈良県教育委典会それに

当研究所による発仙, ( 洲杏研究史に関する‘ ﾉ 真資

料や実測図i A i ，！' #簡などを公附した。また，

特別展示案内を藤原脚, 八i l I 1i I ' ' ' 1ｌｊにみたてて，敷

ﾃ ｲ i ，礎ｲ . f ，〃I f ) I 叶敷，扉，柱などを原寸人で復原

し，案内に上器や瓦，木簡などの進物を，近年

乳

の研究成果にﾉ ! § いて効果的に陳I j するなど，蝶

原悔に関する, 淵在研究の歩みと現状を細介し

た。（井上和人）
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